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中
国
古
代
史
研
究
会
編

昭
和
三
十
二
年
七
月
東
京
大
祭
出
版
曾
夜
行

A
5
版
本
文
三
四
七
頁
附
圏

一
葉

本
書
は
、
中
図
古
代
史
研
究
舎
の
人
々
が
、
先
年
出
版
し
た
「
中
図
古
代
史

の
諸
問
題
l
一
九
五
周
年
」
に
つ
づ
き
、
再
度
は
な
っ
た
巨
弾
で
あ
る
。
全
部

で
十
篇
。
明
確
な
共
同
目
的
で
、
共
通
の
肢
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

本
書
が
車
な
る
論
文
集
で
な
く
、
共
同
研
究
の
報
告
だ
と
い
う
意
味
で
、
一

一服

の
侠
山
胞
を
高
め
る
も
の
だ
し
、
諸
氏
の
成
果
が
事
資
互
に
閥
濯
し
あ
い
、
影
響

し
あ
っ
て
い
る
諸
相
が
、
諸
所
w
k

散
見
し
て
い
る
。
共
通
の
康
場
と
は
、
本
書

の
場
合
、
「
古
代
史
を
地
域
別
に
研
究
す
る
」
ζ

と
で
あ
っ
た
。
古
代
史
の
地
域

別
研
究
が
W
か
に
必
要
で
あ
る
か
。
そ
の
こ
と
は
、
謬
名
「
左
停
奥
偽
考
」
で

知
ら
れ
る
高
本
漢
氏
の
美
事
な
古
典
批
剣
が
、
古
代
方
言
の
研
究
に
も
と
づ
き
、

侍
斯
年
氏
の
名
血病
「
夷
夏
東
西
読
」
が
い
か
に
創
見
に
富
む
か
を
知
る
人
々
が
、

誰
し
も
痛
感
す
る
事
賀
で
あ
ろ
う
。
古
代
史
研
究
舎
の
人
々

が
、
ζ

の
馳
に
留

意
し
、
賀
行
し
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
傘
敬
さ
る
べ
き
結
だ
。
以
下
で
き
る
限

り
、
正
確
な
紹
介
と
、
正
嘗
な
批
評
と
を
試
み
る
で
あ
ろ
う
。

巻
頭
を
奔
見
し
よ
う
。
序
文
と
目
録
に
よ
る
と
、
問
題
と
な
っ
た
地
域
は
、

そ
れ
ぞ
れ
春
秋
戦
闘
の
聞
に
訟
け
る
古
代
史
上
の
重
要
な
一
中
心
地
で
、
魯
-

衛
・
鄭

・
三
晋

・
陳

・
楚

・
秦
K
-B
よ
び
、
問
題
の
関
心
は
、
筆
者
の
得
意
と
、

封
象
地
以
の
特
性
に
従
っ
て
、
文
化
・
政
治
・
制
度

・
祉
舎
経
済
の
庚
い
分
野

に
わ
た
る
。
た
だ
、
三
上
次
男
氏
の
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
古
代
史
上
と
り

わ
け
重
要
な
、
奔

・
燕
爾
地
に
つ
い
て
の
論
文
が
な
い
ζ

と
は
、
組
織
的
な
報

告
書
の
性
質
が
強
い
本
蓄
に
と
っ
て
、

ζ

と
さ
ら
残
念
な
依
黙
で
あ
る
。

ま
や

J

第
一
に
、
魯
の
制
度
史
に
つ
い
て
佐
藤
武
敏
氏
は
「
春
秋
時
代
魯
園
の

賦
税
制
改
革
に
関
す
る
一
考
察
」
と
題
す
る
論
文
を
書
い
た
。
所
論
は
二
段
に

分
れ
る
。
第
一
段
は
「
初
税
畝
」
に
つ
い
て
、
第
二
段
は
「
作
丘
甲
」
に
つ
い

て
論
歩
る
。
魯
宣
十
五
年
「
初
税
畝
」
が
行
わ
れ
た
。
ζ

の
制
は
古
来
製
者
が

問
題
と
し
、
多
く
は
古
代
土
地
制
度
史
上
の
一
大
第
革
を
意
味
す
る
と
考
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
弁
団
法
的
公
団
股
止
と
土
地
私
有
の
承
認
、
雌
刀
役
地
租
か
ら

貨
物
地
租
へ
の
第
化
な
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
左
俸
に
よ
れ
ば
、
宣
十
五
年
以

前
に
も
、
土
地
の
私
有
化
は
存
在
し
、
以
後
に
も
公
団
は
存
在
し
て
い
た
。
地

租
の
制
も
、

hz
そ
ら
く
前
後
を
通
じ
て
質
物
納
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「初
税
畝
」
に

よ
フ
て
、
こ
れ
ら
の
駄
に
鑓
改
は
見
ら
れ
な
い
。
「初
税
畝
」
と
は
高
々
「
従
来

の
大
ま
か
な
徴
税
法
に
代
っ
て
、
技
術
的
に
よ
り
詳
細
な
土
地
調
査
の
上
、
徴

税
す
る
新
法
規
を
創
設
し
た
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
世
族
勢
力
の
強
い

魯
で
は
、
こ
の
新
法
も
、
そ
の
賛
同
と
私
益
の
計
算
な
し
に
行
わ
れ
た
と
は
思

え
な
い
。
「
作
丘
甲
」
は
魯
成
元
年
の
法
制
だ
。
春
秋
鞍
閣
の
史
料
K
よ
っ
て
考

歪
す
る
と
、

ζ

の
場
合
、
甲
と
は
牛
皮
製
の
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
は
何
ら
製
作

上
の
特
技
を
要
せ
歩
、
材
料
も
民
聞
に
多
か

っ
た
ろ
う
。
丘
と
は
体
統
的
な
氏

族
的
E
R
落
と
見
る
べ
き
だ
。
世
族
の
強
い
魯
は
中
央
集
権
化
が
行
わ
れ
や
J

、
古

制
の
ま
ま
の
氏
族
的
楽
落
が
残
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
念
迫
す
る
図
際
政

治
の
必
要
上
、
成
公
元
年
ζ

の
笛
式
村
落
そ
の
ま
ま
に
、
簡
易
な
武
器
と
し
て

の
牛
甲
製
作
を
賦
課
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
が
「
作
丘
甲
」
の
事
質
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
魯
で
は
、

二
つ
の
新
法
が
創
設
さ
れ
は
し
た
が
、
そ
の
た
め
別
段
の
大
製

革
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。

佐
藤
氏
の
論
は
、
承
認
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
、
若
干
の
異
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議
も
あ
る
。
佐
藤
氏
が
二
法
制
に
よ
っ
て
魯
に
幾
革
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

の
は
嘗
然
で
あ
る
。
氏
は
魯
が
強
閣
と
な
る
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
支
配
階
級

の
側
の
縫
革
だ
け
を
追
求
し
て
い
る
か
ら
だ
。
私
に
い
わ
せ
ば
、
こ
の
二
法
制

は
‘
魯
に
か
ぎ
ら
や
ヘ
古
代
中
閣
の
祉
舎
的
経
済
的
同
皮
革
の
過
程
k
h
F
い
て
と
そ
、

設
布
せ
ざ
る
を
得
4

な
か

っ
た
も
の
と
思
う
。
氏
が
宣
十
五
年
以
前
に
も
存
し
た

と
い
う
「
土
地
私
有
」
は
、
氏
の
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
正
確
に
は
む
し
ろ
「
土

地
領
有
」
と
い
う
べ
き
も
の
だ
。「
土
地
私
有
」
は
そ
ん
な
風
な
粕
で
設
展
し
た

の
で
は
な
く
、
周
知
の
如
く
農
業
生
産
力
設
展
の
結
果
と
し
て
の
農
業
共
同
社

合
溺
解
か
ら
設
展
し
た
の
で
あ
る
。
公
室
や
世
族
領
有
下
の
農
民
社
合
に
か
け

る
小
宗
的
族
所
有
制
が
溺
解
し
て
「
加
藤
常
賢
氏
、
支
那
古
代
家
イ

家
族
問
早
位

/族
制
度
研
究
、
一
九
四

O
年
」

の
土
地
私
有
化
が
設
展
し
つ
つ
あ
っ
た
ζ

と
は
否
め
な
い
。
私
や
楊
寛
氏
の
見

解
で
は
、
孔
子
の
弟
子
閣
に
は
ト
自
由
良
民
出
身
者
は
数
多
い
(
楊
寛

・
戦
闘

/

〕

戸

史
。
孔
子
手

間
ト
献
は
ん
か

3一
四
日
日
明
…
年
)

o

そ
の
傾
向
は
宣
十
五
年
か
ら
始
っ
た
の
で

は
な
く
、
こ
の
年
の

「初
税
畝
」
ば
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
祉
含
経
済
上
の
袋

革
に
か
さ
れ
て
、
止
む
を
え
歩
行
っ
た

「土
地
私
有
化
」
の
法
制
的
承
認
で
あ

っ
た
の
だ
。
従
っ
て
私
は
公
団
の
解
緯
と
税
法
史
に
閥
し
て
は
、
大
体
は
宮
崎

市
定
氏
に
(…
均
一
一目
酬
…
品
川
訂
一一一也
、
部
分
的
に
は
楊
党
氏
(
郡一
細
川

γ
)

に
従
い
た
い
0

1

丘
」
に
つ
い
て
、
氏
が
と
る

「沓
式
な
民
族
的
疑
落
」
と
い
う

解
線
も
、
外
見
は
知
ら
歩
、
丘
の
内
貨
は
新
時
代
的
な
家
族
単
位
の
土
地
私
有

が
進
行
し
て
い
た
農
民
枇
舎
に
他
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
に
氏
の
示
し
た

よ
う
・な
牛
甲
製
作
が
賦
課
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
そ
れ
は

「泰
漢
的
賦
」

を
意
味
し
、
政
治
が
鑓
質
し
フ
つ
あ
る
農
民
祉
品
闘を
新
し
く
把
録
す
る
方
式
が

創
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
魯
の
中
央
集
椎
化
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
行

政
の
質
態
は
否
聴
な
し
に、

新
式
化
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
本
書
の
増
淵

氏
の
論
文
、
特

k
m一
良
ま
た
、
別
、

BEEtm頁
は
、

ζ

の
舶
に
多
く
の
も
の
を
教
え

て
い
る
。

衛
の
政
治
史
に
フ
い
て
の

山
田
統
氏
の
論
文
は
、
「
衛
の
政
治
的
困
随
と
元

喧
の
提
訴
」
と
い
う
。
衛
は
克
殿
後
、
周
の
封
般
人
政
策
の
機
知
で
あ
り
、
そ

の
図
際
政
治
上
の
比
重
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
王
朝
の
政
策
が
成
功
す
る

に
つ
れ
、
そ
の
政
治
的
意
義
は
う
す
れ
て
い
く
。
春
秩
と
な
る
や
、
四
方
交
通

の
要
衝
と
し
て
の
衛
は
、
か
え
っ
て
四
鞍
の
地
と
な
る
。
歓
や
鄭
・
斉

・
晋

・

宋

・
楚
の
交
立
す
る
四
周
の
大
勢
力
k
b
さ
れ
、
衛
は
時
と
と
も
に
弱
化
衰
退

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
行
き
つ
く
と
ζ

ろ
ま
で
来
た
時
技
生
し
た
晋
楚
の
争
新
戦

ζ

そ
、
衛
幽
衰
亡
史
の
頂
貼
を
形
成
す
る
も
の
だ
。
ζ

の
難
局
、
衛
は
凶
君
派

と
図
人
派
に
封
立
し
、
結
果
は
政
治
家
元
唱
の
悲
劇
と
な
っ
た
。
図
人
派
代
表

元
隔
一
は
心
な
ら
や
ノも
、
覇
者
晋
侯
K
図
君
を
提
訴
し
た
。
裁
判
は
闘
君
に
不
利

と
・
な
り
、

図
君
は
周
に
幽
因
さ
れ
る
ο

や
が
て
闘
君
は
許
さ
れ
て
衛
に
陥
る
が
、

一冗
幅
二
簸
は
嘗
然
慮
断
を
免
れ
が
た
い
。
元
幅
一
は
事
件
の
前
後
を
通
じ
て
、
身

は
亡
び
、
家
族
は
殺
さ
れ
、
の
み
な
ら
ヂ
、
後
世
か
ら
は
不
臣
の
人
と
の
非
難

さ
え
あ
び
て
い
る
次
第
。
し
か
し
詩
の
郎
風

・
衛
風
に
よ
れ
ば
、

ζ

は
正
し
く

元
喧
の
運
命
悲
劇
に
他
な
ら
な
い
と
か
か
る
e

山
田
氏
の
衛
茨
亡
史
は
、
街
番

・
左間開

・
詩
経
・
史
記
を
駆
使
し
て
、
精
細

に
描
寓
さ
れ
て
い
る
。
特
に
元
一旭
の
悲
劇
を
謹
明
す
る
た
め
に
、
衛
風

・
郎
風

を
用
い
て
、
作
品
解
酬
押
向
学
的
手
法
で
問
題
に
接
近
し
た
こ
と
は
、
注
目
に
債
い

す
る
。
閤
風
解
絡
に
は
古
来
二
流
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
だ
。

一
一
は
民
謡
と
し
て

解
絡
す
る
も
の
、
二
は
一泉
に
か
く
れ
た
と
さ
れ
る
具
体
的
史
質
と
関
連
し
て
解

得
す
る
も
の
。
前
者
は
日
に
日
に
有
力
そ
う
な
設
明
法
が
設
見
さ
れ
て
い
る
が
、

後
者
は
全
く
振
わ
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
す
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

山
田
氏
は
後
者
を
全
的
に
肯
定
す
る
の
で
は
な
い
が
、

「新
な
立
場
に
立
っ
て、

詩
と
歴
史
と
の
関
連
を
十
分
究
明
す
べ
き
だ
L

と
し
た
。
園
風
は
諌
む
人
に
よ
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っ
て
、
と
ん
な
風
に
も
と
れ
る
か
ら
厄
介
だ
が
、
本
篇
で
は
、
氏
の
巧
み
な
操

作
で
、
こ
の
主
張
は
成
功
し
た
か
に
見
え
る
。
も
う
一
段
の
普
遍
的
理
論
と
し

て
主
張
さ
れ
る
た
め
の
ケ
1
ス
・
パ
イ
・
ケ
ー
ス
の
研
究
が
望
み
た
く
な
っ
た
。

鄭
の
文
化
史
・
政
治
史
に
闘
す
る
上
原
淳
道
氏
の
論
文
題
名
は
、

-
「
郷
の
東

遷
の
事
情
お
よ
び
郷
と
商
人
と
の
閥
係
|
制
酬
の
文
化
第
一
章
」
で
あ
る
。

一
九

五
六
年
秋
、
私
は
京
都
大
事
で
こ

の
設
表
を
聞
い
て
、
非
常
な
興
味
を
感
じ
た
。

今
ζ

れ
を
論
文
と
し
て
讃
む
ζ

と
は
、
大
な
る
喜
び
で
あ
る
。
日
く
、
郷
は
桓

公
の
時
に
東
川越
、
河
南
の
新
鄭
に
立
闘
し
た
と
い
う
。
蛍
初
は
殿
人
勢
力
が
各

方
面
に
強
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
亙
祝
は
宗
教
勢
力
を
背
景
と
し
て
、
政
治
に

関
係
し
た
と
見
ら
れ
る
。
般
人
の
聖
域
と
し
て
の
郷
の
桑
山
は
、
鄭
の
政
治
と

あ
き
.
ひ
と

密
接
K
結
び
フ
い
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
鄭
の
商
人
は
時
に
外
交
官
と
し
て

し
ょ
2ひ
と

の
役
割
も
果
し

τい
る
。
鄭
は
開
闘
に
あ
た
っ
て
、
商
人
と
共
同
し
て
園
土
を

あ
き
び

と

し

よ

ム2

開
設
し
、
政
府
と
商
人
と
の
間
に
は
不
可
侵
権
の
協
約
が
成
立
し
て
い
た
。
商

n
と

あ

8
ひ
と

人
は
商
人
で
、
股
人
な
の
だ
。
し
か
る
に
、
子
琶
の
時
代
鄭
は
大
圏
に
封
抗
ナ

る
必
要
上
、
圏
内
体
制
の
強
化
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。
か
く
て
子
産
は
宗
教
界

に
立
て
こ
も
り
、
商
業
を
濁
占
し
、
ひ
い
て
政
治
に
も
閥
輿
し
来
フ
た
殿
人
に
、

強
陛
を
加
え
る
政
策
を
賀
行
し
た
ら
し
い
。

上
回
郎
氏
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
「
鄭
の
商
人
と
政
治
と
の
関
係
に
か
け
る
鄭
の

政
治
の
構
造
」
に

メ
ス
を
入
れ
る
殻
定
で
あ
る
と
い
う
。
主
体
が
非
常
に
巧
み

な
考
鐙
力
で
み
た
さ
れ
、
殿
人
勢
力
の
存
在
と
活
動
史
の
外
観
が
美
事
に
誼
明

さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
子
産
と
桓
宣
子
の
交
渉
を
通
じ
て
、
子
査
の
封
商
人
政

策
を
浮
彫
り
に
し
た
手
腕
は
敬
服
す
る
。
鄭
に
お
け
る
桑
山
の
変
態
を
透
明
す

る
こ
と
も
、
十
分
の
説
得
力
が
あ
る
ω

最
近
の
副知
州
設
孤
の
成
果
も
加
え
て
、

さ
ら
に
一

層
の
構
想
力
の
猿
織
を
ま
フ
は
、
筆
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

相
原
俊
二
氏
に
よ
る
三
音
文
化
史
の
研
究
は
、
「
三
耳目
文
化
の
一
考
察
|
相

に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
三
晋
文
化
に
つ
い
て
は
、
寅
は
何
も
ふ

れ
や
ヘ
ひ
た
す
ら
「
相
」
な
る
官
名
の
進
化
史
と
、
司
馬
遜
に
よ
る
誤
用
・
混

用
の
指
ー
悩
に
終
始
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、

ζ

れ
は
氏
も
す
で
に
自
鈍
し
て
い
る

貼
で
、
私
が
非
難
な
と
す
る
必
要
は
少
し
も
な
い
。
氏
の
臼
く
、
史
記
を
見
る

と
、
秦
王
闘
で
は
丞
相
が
「
相
」
と
も
い
わ
れ
最
高
官
職
だ
。
別
に
相
閣
の
霊
聞

が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
傘
裕
で
あ
る
。
丞
相
が
最
初
に
か
か
れ
た
の
は
、
秦
武
王

二
年
一
誌
だ
が
、
質
は
そ
れ
以
前
に
も
、
「
相
」
は
多
く
見
え
る
。
し
か
し
、

ζ

の
「
相
」
は
丞
相
と
は
別
の
官
職
の
よ
う
だ
υ

他
の
文
献
の
関
連
記
事
を
史
記

と
刑
判
比
す
る
と
、
「
相
」
の
用
法
は
凡
そ
三
通
り
あ
る
。
同
曾
盟
儀
式
を
た
す
け

る
外
交
官

U

仙
別
賞
際
に
は
正
式
の
官
名
を
お
び
て
、
園
政
の
一
部
を
措
賞
す
る

行
政
官
。川
w寅
際
に
は
正
式
の
官
名
を
訟
ぴ
て
、
最
高
幽
政
を
捲
嘗
す
る
大
臣
。

萄
子
は
「
相
」
を
例
に
近
い
も
の
と
し

τ定
義
し
、
百
官
を
統
率
す
る
官
僚
制

園
家
の
最
高
官
職
と
し
た
。
し
か
し
寅
は
、
ζ

の
定
義
は
「
相
」
の
秦
代
的
用

法
に
も
と
づ
く
も
の
だ
。
春
秩
敏
劉
を
通
じ
て
、
一
方
で
「
相
」
名
を
お
び
、

外
交
官
と
し
て
活
躍
し
、
一
方
で
別
の
官
職
・
地
位
名
を
hx
ぴ
、
図
政
を
担
賞

し
て
い
る
者
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
前
者
の
任
務
が
重
大
で
、
自
ら
同
一

人
が
同
時
に
図
政
に
も
外
交
に
も
タ
y

チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
ζ

の
事
貸
は
や
が
て
、
「
相
」
が
最
高
官
職
名
に
用
い
ら
れ
る
素
地
だ

っ
た
ろ
う
。
史
記
は
こ
の
よ
う
な
時
期
の
「
相
」
を
往
々
秦
代
的
「
相
」
と
誤

用
・
混
用
し
て
い
る
ら
し
い
。
hz
そ
ら
く
「
相
」
は
秦
王
闘
で
始
砂
て
正
式
に

丞
相
と
呼
ば
れ
だ
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
時
「
相
」
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
最
高
官

職
で
あ
る
。

相
原
氏
の
論
文
は
非
常
に
読
み
づ
ら
い
。
論
旨
が
混
飢
し
、
結
論
は
ぼ
や
け

て
い
る
。
私
の
讃
み
取
り
方
に
も
、

誤
解
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
好
決
惜
し

む
ら
く
は
兵
法
を
知
ら
や
J

だ
u

で
も

「相
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
史
記
の
誤
用
・

一265-
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混
用
を
指
摘
し
た
貼
は
功
績
と
い
え
る。

周
王
朝
の
東
南
部
の
重
鎮
陳
に
閲
し
て
、
後
藤
均
不
氏
は
「
陳
に

つ
い
て
」

を
書
く
。
陳
は
河
南
中
東
部
の

一
中
心
宛
丘
を
都
と
す
る
矯
姓
の
闘
だ
。
十
二

諸
侯
の

一
で
、
周
の
重
鎮
だ
っ
た
が
、
周
迭
に
姫
姓

・
主
主
姓
諸
闘
が
設
展
し
は

じ
め
る
と
、
そ
の
重
鎖
性
は
と
み
に
う
す
ら
ぐ
。
下
っ
て
春
秋
に
は
絡
始
大
図

の
魅
力
に
屈
し
、
き
わ
だ
っ
て
消
極
的

・
非
自
主
的
態
度
を
と
り
つ
つ
、
衰
亡

の一

途
を
た
ど
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
陳
は
舜
を
始
組
耐
と
し
て
い
る
。
こ
の
舜

は
必
A
Y
し
も
儒
家
説
話
中
の
聖
人
舜
と
闘
係
は
な
い
。
幅
胸
姓
族
は
子
・
蔵
・
似
・

己
・
健
・
統
一搬
入
姓
ら
と
と
も
に
、

山
東

・
安
徽

・
河
南
、
さ
ら
に
そ
の
南
に

か
け
て
定
住
し
て
い
た
前
代
的
部
族
の
一
で
、
優
越
な
周
の
政
治
と
文
化
の
下

に
、
弐
第
に
自
己
本
来
を
失
っ
て
い
く
衰
退
部
族
で
あ
っ
た
。
陳
図
衰
亡
の
姿

は
そ
の
一
象
徴
で
は
な
い
か
。
陳
は
飢
倫
の
園
、
行
政
は
飢
れ
、
改
革
運
動
も

賢
人
も
な
く
、
経
済
は
貧
弱
だ
の
に
詠
求
は
重
い
。
文
化
は
古
風
で
迷
信
が
横

行
し
て
い
る
。
古
文
献
は
陳
を
こ
の
よ
う
に
停
え
る
。
陳
は
中
原
諸
幽
に
比
し

て
全
く
劣
性
だ
。
後
藤
氏
は
最
後
に
課
題
と
し
て
、
首
時
の
弱
閣
に
共
通
す
る

弱
小
性
の
具
体
的
把
握
が
必
要
だ
と
し
、
左
州
開
葵
公
三
十
年
の
郷
子
遂
の
話
、

園
語
周
語
に
引
か
れ
た
皐
襲
公
の
陳
凶
依
行
談
な
と
は
有
力
な
材
料
だ
と
い
フ

て
い
る
。

陳
に
つ
い
て
私
も
少
し
設
言
す
る
と
、
春
秋
末
期
陳
で
は
商
工
農
民
の
庚
般

な
尉
を
ふ
く
む
民
衆
が
、
重
大
図
事
に
闘
し
て
陳
侯
か
ら
去
就
の
相
談
を
う
け

て
い
る
へ
左
京
)
。
こ
れ
は
民
衆
世間
の
寅
力
向
上
を
示
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ

乞一んし年」

j

へ貝
塚
茂
樹
氏

・
中
図
古
代
都
市
k
h
g
け
る
)
。
さ
ら
に
、
漠
代
で
は
陳
は
有

f

民品問
。
東
方
拳
論
叢
第
二
、
一
九
五
四
年
」

数
の
大
都
合
一
だ
し
(
紬
鍛
)
、
准
水
・
長
江
と
中
原
と
を
結
ぶ
魚
盟
貿
易
の
中
心

で
、
商
人
が
雲
集
し
て
い
た
。
た
だ
、

ζ

の
地
方
は
農
耕
に
は
そ
れ
ほ
と
適
せ

ヂ

農

産
の
蓄
積
一
は
貧
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
(
畝
間
開
)
。
後
藤
氏
の
え
が
く
陳

と
は
、
と
こ
か
似
て
い
な
が
ら
、
非
常
に
異
っ
た
感
慨明の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ

で
嘗
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
部
族
の
支
配
者
と
し
て
の
陳
公
室
の
衰
退
と、

民
衆
の
生
活
集
幽
と
し
て
の
部
族
自
身
の
も
つ

エ
不
ル
ギ
ー
と
は
別
物
だ
と
い

う
黙
で
あ
る

腐
姓
の
支
配
者
と
し
て
の
公
室
は
、
こ

の
地
方
で
は
や
や
無
理

な
、
曲
演
耕
杜
舎
を
基
同日
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
邑
制
図
家
の

通
例
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
。
阪
園
の
貧
寒
性
は
こ
こ
に
理
由
が
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
る
に
部
族
の
成
員
た
る
民
衆
は
、
そ
れ
に
は
お
か
ま
い
な
く
、
社
合
的

・

経
済
的
に
最
適
・
な
活
動
を
つ
づ
け
た
。

か
れ
ら
は
色
あ
せ
て
ゆ
く
陳
の
政
治
的

哀
退
と
は
別
に
、
そ
の
最
適
な
商
業
的
活
動
を
通
じ
て
、
古
代
中
図
民
族
の
形

成
に
参
加
し
て
い

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
闘
が
楚
領
と
な
っ
て
か
ら
は
、

こ
の
地
は
楚
の
金
貨
設
行
地
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
最
も
興
味
あ
る

二
二

E
「
王
図
維
氏

・
印
字
金
鋭
、
観
堂
別
集
一一。
J

c
t
f
f楊
寛
氏

・
鞍
園
史
五
五
頁
、
五
八
頁
注
⑧
」

楚
に

つ
い
て
は
論
文
二
篇
。
文
化
の
停
統
を
論
じ
た
岡
本
正
氏
、
政
治
の
市
博

統
を
論
じ
た
字
都
木
章
氏
。
岡
本
氏
は

「湘
君

・
湘
夫
人
傍
設
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
次
の
如
く
い
う
。
湖
水
・
洞
庭
の
聞
に
削
山
が
あ
る
。
舜
の
二
妃
が
ま

つ
ら
れ
、
水
一
紳

・
風
榊
と
し
て
民
俗
の
信
仰
が
厚
か

っ
た
。

ζ

れ
に
封
し
、
儒

家
で
は
列
女
惇
以
来
定
型
的
な
葵
舜
読
話
が
作
ら
れ
て
い
る
。
日
く
、
「
莞
の
二

女
蛾
皇
・
女
英
が
舜
の
妻
と
な
っ
た
。
舜
は
蒼
梧
K
死
し
二
女
は
江
測
に
死
し

た
。
二
女
は
民
間
で
は
湘
君
と
い
わ
れ
て
い
る
。
」
さ
ら
に
楚
鮮
の
九
歌
で
は
二

女
は
湘
君
・
湘
夫
人
と
な
っ
て
い
る
。
ζ

の
二
女
の
局
開
設
は
果
し
て
何
に
源
流

す
る
だ
ろ
う
か
。
山
海
経
に
は
、
資
帝
1

帝
1

俊
1

舜
・
な
る
紳
々
が
あ
る
。

「
資
帝
」
は
中
園
の
古
代
世
界
を
形
成
し
て
い
た
要
素
的
諸
民
族
の
紳
々
が
「
統

合
さ
れ
た
形
で
産
出
さ
れ
た
最
高
紳
」
だ
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
「
帝
」

は
、
古
風
帝
に
統
合
さ
れ
な
い
前
の
「
原
形
を
保
っ
た
各
民
族
の
個
別
的
民
族
榊
」

-266ー
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だ
。
「
俊
」
も
帝
の
一
つ
。
あ
る
民
族
の
最
高
紳
、
創
造
紳
だ
っ
た
。
そ
の
妻
は

蛾
皇

・
一夜
和

・
常
一
議
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
同
一
音
の
時
化
だ
ろ
う
。
「舜
」
は

葬
地
に
闘
す
る
異
設
を
体
え
、
ま
た
創
造
一
例
的
性
格
も
見
せ
て
い
る
。
さ
て
、

王
閤
維

・
郭
沫
若
岡
氏
に
よ
る
と
、
舜
と
俊
は
同
一
一
向
股
民
族
の
最
高
一
柳
だ
。

と
す
る
と
、
山
海
経
の
舜
・
俊
同
開
設
は
股
民
族
の
最
高
紳
俸
設
の
断
片
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
湘
君

・
湘
夫
人
停
設
は
楚
閣
の
領
域
だ
っ
た
地
方
に
行
わ
れ

て
い
た
。
楚
闘
は
有
力
準
設
に
よ
れ
ば
股
民
族
と
同
租
で
、
そ
の
古
風
な
宗
教

文
化
は
股
民
族
の
体
統
を
つ
ぐ
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
楚
人
は
准
水
・
長
江
の
聞

を
移
動
し
設
展
ナ
る
う
ち
、
創
造
紳
舜
傍
設
を
も
設
展
さ
せ
、
と
れ
に
附
随
す

る
創
造
性
の
象
徴
と
し
て
、
二
女
体
説
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
後
来
儒
家
は

そ
の
創
作
し
た
莞
舜
説
話
と
般
人
、
し
た
が
っ
て
楚
人
の
最
高
榊
舜
と
を
結
合

し
、
つ
い
に
列
女
俸
の
定
型
を
作
り
だ
し
た
の
だ
。

民
の
行
論
は
読
得
力
が
あ
る
。
王

・
郭
・

侍
斯
年
各
氏
の
業
績
を
ふ
ま
え
て

の
考
察
だ
か
ら
と
そ
と
思
う
。

字
都
木
氏
は
「
扱
園
時
代
の
楚
の
世
族
」
と
題
し
て
衣
の
如
く
論
じ
た
。
戦

図
的
強
図
の
成
立
に
は
、
持
型

・
秦
型
・
楚
型
の
三
が
あ
る
。
持
秦
型
は
鑓
法

を
行
M
V

、
世
族
勢
力
を
完
全
に
粉
砕
し
た
か
、
同
族
だ
け
を
わ
や
ノ
か
に
残
し
た

か
の
何
れ
か
だ
っ
た
。
し
か
し
楚
型
は
愛
法
も
せ
歩
、
世
族
も
温
存
し
た
ま
ま
、

盛
に
活
躍
し
て
い
る
。
楚
で
は
愛
法
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
「
幾
法
が
職
図
の

中
央
集
権
的
図
家
成
立
に
は
、

絶
封
の
篠
件
だ
っ
た
」

ζ

と
は
、
諸
家
の
ほ
ぼ

一
致
す
る
意
見
で
、
持
田
山
和

・
侯
外
蹟
氏
ら
は
、
楚
に
も
幾
法
は
あ
っ
た
と
さ

え
い
う
。
改
め
て
史
記
を
見
る
と
、
楚
は
や
は
り
終
始
強
闘
で
、
し
か
も
昭
・

屈

・
景
大
族
が
常
に
君
継
の
下
に
活
躍
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
楚
は
南
方
に
孤

立
し
、
外
閣
の
侵
略
は
少
な
く
、
世
族
は
自
然
に
温
存
さ
れ
、
一
方
王
室
は
常

に
自
身
が
中
央
集
権
の
中
心
と
な
り
、
世
族
を
羽
翼
と
し
て
利
用
し
、
世
族
も

こ
の
状
態
下
に
か
え
っ
て
、
俸
統
的
勢
力
を
保
持
し
得
た
。
後
来
王
室
は
秦
の

猛
攻
に
つ
い
え
た
が
、
世
族
は
依
然
残
存
し
、
も
フ
て
漠
初
に
い
た
っ
た。

私
の
字
都
木
氏
理
解
が
正
し
い
と
す
る
と
、
氏
の
立
論
は
や
や
カ
が
弱
く
読

得
力
に
と
ほ
し
い
。
楚
が
鑓
法
を
経
歩
、
ま
た
は
失
敗
し
た
に
も
閥
ら
歩
、
君

植
は
終
始
強
大
で
、
し
か
も
世
族
も
ま
た
温
存
さ
れ
て
い
た
理
由
は
、
忠
寅
に

考
究
さ
れ
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。
私
は
と
ζ

下
白
川
静
氏
の
雄
篇
「
屈
原

の
立
場
」
(
吐
悦
蜘
可
人
A
T
十
日
町
訂
ハ
一
)
を
思
い
出
す
。
氏
一
は
楚
園
強
大
の
理
由

と
し
て
五
因
を
あ
げ
た
が
、
重
要
な
黙
は
、
的
徐

・
准
か
ら
長
江
に
か
け
て
、

抵
抗
を
う
け
A
Y
K
念
速
な
領
土
抜
大
を
行
っ
た
。
例
そ
の
事
貨
が
王
室
の
直
瞬
間

領
を
成
大
に
し
た
。
付
領
内
の
地
形
が
中
央
集
能
制
を
成
立
さ
せ
易
い
ま
と
ま

り
を
も
っ
て
い
た
。
伺
世
族
の
土
地
支
配
権
に
封
す
る
統
制
法
が
傍
統
的
に
存

し
、
君
槌
は
常
に
優
越
的
に
世
族
を
座
し
得
た
。
と
い
う
四
因
で
あ
る
。
中
に

も
例
と
伺
は
重
要
で
、
例
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
増
淵
氏
の
論
文
は
教
え
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
伺
は
白
川
氏
の
論
を
さ
ら
に
考
究
す
る
要
が
あ
ろ
う
。
楚
の
王

権
確
立
K
欄
す
る
傍
統
的
に
殿
格
な
法
制
に
つ
い
て
は
、
史
一
記
の
呉
起
停
や
呂

氏
春
秋
阜
県
卒
篇
に
-記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
呉
起
に
よ
フ
て
創
設
さ
れ
た
も
の

と
は
思
え
な
い
が
、
世
族
は
終
始
そ
の
下
に
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。

離
脱
制
や
九
章
、
こ
と
に
惜
往
日
は
、
王
権
と
世
族
の
権
力
の
大
き
な
落
差
を
一
示

す
精
一
柳
構
造
の
表
現
だ
と
い
え
よ
う
。

秦
に
つ
い
て
は
三
篇
が
あ
る
。
制
度
史
を
あ
つ
か
っ
た
守
屋
美
都
雄
氏
は

「
開
肝
陪
の
一
考
察
」
と
題
す
る
。
商
駄
が
泰
孝
公
十
二
年
に
行
っ
た
「
雷
同
団
関

肝
陪
封
露
」
な
る
法
制
の
解
稼
は
、
古
来
多
く
の
設
が
あ
り
、
先
年
紹
介
さ
れ

た
(
問
問
問
一
訪
れ
…
許
可
哨
詔
一

r仲
園
)
。
今
度
一
は
私
見
を
述
べ
る
順
で
あ
る
。

「
肝
陪
」
と
は
、
土
地
面
積
を
千
畝

・
百
畝
に
底
切
る
田
聞
の
道
で
あ
る
。
ζ

れ

を
作
っ
た
か
ら
と
て
、
直
ち
K
土
地
粂
併
制
が
創
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
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商
軟
は
箪
事
政
治
を
統
合
し
た
郡
豚
制
を
み
王
図
に
布
い
た
。
同
時
に
新
開
地
を

も
ふ
く
め
て
、
耕
地
面
積
を
千
畝

・
百
畝
に
医
切
る
土
地
制
度
を
断
行
し
た
。

こ
の
場
合
「
肝
陪
」
に
な
ら
べ
て
「
封
誼
」
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

「肝
陪
」

が
一
定
面
積
の
匝
切
り
で
あ
る
に
到
し
て
、
「
封
彊
」
は

「他
人
・
他

亭

・
他
脈
」
と
の
境
を
意
味
し
た
ろ
う
。
か
く
て
「
開
肝
陪
」
は
正
し
く
、
耕

地
の
車
位
的
整
理
を
意
味
し
て
い
た
。
ζ

の
制
度
は
商
軟
執
政
首
初
か
ら
部
分

的
に
は
行
わ
れ
た
が
、

十
二
年
に
局
部
性
を
打
破
し
て
、
九
王
閤
化
さ
れ
た
ろ
う
。

「
開
肝
陪
」
と
は
要
す
る
に
土
地
整
理
だ
か
ら
、
浪
人
が
口
や
か
ま
し
く
い
う
ほ

と
革
新
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
信
デ
ベ
き
文
献
に
も
、
そ
ん
な
も
の
と

し
て
は
停
え
ら
れ
て
い
な
い
。

民
の
所
論
は
寅
に
周
到
で
、
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
恐
ら
く
氏
の
考
詮

は、

こ
れ
か
ら
最
有
力
な
皐
設
の
一
つ
と
し
て
、
賛
否
雨
論
者
に
引
用
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
私
自
身
は
ま
だ
多
分
に
、
た
と
え
ば
楊
寛
流
の
考
え
方
に
魅
力
を
感

じ
て
い
る
(戦
闘

3
。
そ
れ
で
も
氏
の
考
え
方
を
全
面
的
に
拒
否
す
る
必
要
は

/
六
五
一良
」

な
い
し
、
充
分
生
か
し
得
る
。
「
開
肝
陪
」
に
革
新
性
を
認
め
な
い
氏
の
考
え
方

が
私
に
は
抵
抗
感
の
生
A
Y
る
素
だ
。

本
書
唯
一
の
社
合
経
済
史
的
論
文
と
し
て
の
増
淵
龍
夫
氏
の
「
先
秦
時
代
の

山
林
政
津
と
秦
の
公
団
」
は
秦
に
倒
し
て
い
る
と
と
も
に
、
秦
を
越
え
て
い
る
。

所
論
は
規
模
雄
大
に
、
分
析
鋭
刺
に
、
行
論
細
密
を
極
め
る
。
日
く
、
君
主
の

家
益
た
る
公
団
が
、
漢
六
朝
に
存
し
、
各
時
代
の
保
件
下
に
専
制
君
地
の
経
済

基
盤
と
し
て
重
要
意
義
が
あ
っ
た
。
秦
王
図
で
は
専
制
君
擢
は
典
型
的
に
設
達

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
公
田
は
い
か
な
る
意
味
と
役
割
を
持
フ
た
か
。
漠
代
の

帝
室
私
財
政
に
松
け
る
山
海

・
園
池

・
市
井
・
苑
圏

・
公
団
の
「
税
」
収
入
は

莫
大
だ
っ
た

、
こ
の
大

「税
」
収
の
原
型
は
戦
闘
に
完
成
さ
れ
、
原
流
は
春
秋

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
春
秋
版
図
の
問
、
君
主
は
農
民
を
直
接
把
握
し
、

田
租

・
賦
を
課
し
て
専
制
君
植
の
一
支
柱
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
に
は
自

ら
そ
の
収
入
力
に
限
度
が
あ
る
べ
き
こ
と
が
自
究
さ
れ
て
い
た
。
専
制
穫
を
座

倒
的
に
強
大
化
ナ
る
に
は
、
常
然
他
の
財
源
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
山
林
政

津
の
濁
占
と
開
拓
だ
。
そ
れ
は
よ
り
古
く
は
、
邑
を
形
成
す
る
民
族
共
同
体
成

員
の
祭
紀
料

・
食
料

・
軍
器
材

・
木
材
・

薪
な
と
の
産
地
で
、
族
長
は
そ
の
規

制
機
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。
や
が
て
族
長
は
公
室
の
主
と
な
り
、
規
制
槌
は
家
父

長
槌
に
材
開
化
す
る
。
そ
は
ま
デ
「
圏
」
な
る
山
林
政
津
の
闘
い
こ
み
に
始
ま
り
、

単
な
る
君
主
の
磁
場
か
ら
、
や
が
て
君
主
の
私
経
済
的
意
味
が
大
に
な
る
。
衣

い
で
山
林
政
洋
の
全
体
的
濁
占
に
進
み
、
「
商
業
」

を
媒
介
と
し
て
経
営
さ
れ
る
。

君
主
は
濁
占
者
と
し
て
経
営
を
企
業
家
に
ゆ
だ
ね
、
企
業
家
は
「
限
」
形
式
の

「税」

を
支
排
う
。
か
く
て
山
林
・

磁
津

・
臨
池

・
鍛

・
銅
山
の
大
企
業
家
が

戦
闘
秦

・
漢
の
時
代
に
設
生
し
、
君
植
は
そ
の
莫
大
な
「
税
」
を
収
受
し
た
。

さ
ら
に
山
林
政
津
の
開
妬
と
潜
瓶
水
利
が
積
極
化
す
る
と
、
こ
こ
に
康
大
な
公

団
の
設
展
が
起
る
。

む
ろ
ん
「
限
」
形
式
で
経
営
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
募
民
・

貧
民
収
容

・
捕
虜
使
役

・ド

レ
イ
制
の
形
で
の
直
営
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
。
秦

の
鄭
園
渠
の
開
設
は
、
秦
王
室
の
公
団
経
営
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

氏
の
所
論
は
、
今
年
の
古
代
史
論
文
中
最
大
の
傑
作
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
先
進
諸
家
の
企
て
及
ば
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
新
進
各
家
が
必
死
に
追
求

し
て
い
た
問
題
だ
。
氏
の
史
料
開
相
使
は
宝
く
巧
妙
で
驚
嘆
に
償
い
す
る
。
華
陽

園
志
か
ら
卓
氏
の
銅
鍛
山
企
業
法
を
夜
掘
し
た
こ

ιは
、
や
が
て
史
記
貨
殖
列

停
中
の
諸
企
業
家
の
性
格
を
推
定
し
な
hz
ナ
カ
ギ
と
な
っ
た。

こ
の
渡
掘
は
質

に
重
大
な
渡
見
で
あ
る
が
、
氏
が
用
い
な
か
っ
た
史
料
で
管
子
軽
重
乙
篇
に
も
、

君
有
民
替
で
、
三
割
を
君
が
収
入
す
る
鍛
山
経
営
の
有
利
性
を
設
い
て
い
る
。

華
陽
闘
士
山
も
、
こ
れ
も
鉱
山
経
営
に
闘
す
る
史
料
の
み
な
の
で
、
他
の
企
業
に

つ
い
て
の
例
を
設
見
ナ
る
ζ

と
が
、
是
非
必
要
だ
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
恐
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ら
く
鍍
山
経
営
の
卓
氏
的
管
子
軽
重
乙
篇
的
企
業
法
は
、
他
の
凡
ゆ
る
企
業
に

も
用
い
ら
れ
た
と
推
定
し
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
ζ

の
推
定
を
可
能
に
し
た

ζ

と
は
古
代
政
治
史

・
社
合
同史
・

経
済
史
の
研
究
に

E
大
な
貢
献
を
す
る
と
私

は
信
A
Y
る
。
と
K
か
く
氏
の
こ
の
力
作
は
、
将
来
多
く
の
批
制
刊
に
堪
え
つ
つ
、

常
に
有
力
な
文
献
と
し
て
用
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
本
書
乃
頁
に
は
、
明
敏
な
上

原
氏
に
よ
っ
て
正
し
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

秦
に
闘
す
る
政
治
思
想
史
的
論
文
を
書
い
て
い
る
栗
原
朋
信
氏
は
、
「
始
皇

帝
の
泰
山
封
科
と
秦
の
郊
叩
」
な
る
題
下
に
、

次
の
如
く
論
ヂ
る
。
。対

・
秦
な

と
抜
凶
諸
王
は
、
自
ら
の
皇
租
を
受
命
の
君
と
信
じ
、
圏
内
の
聖
地
た
る
泰
山

や
努
な
と
で
郊
犯
と
腐
祭
を
行
っ
た
。
始
皇
は
そ
の
統
一
事
業
を
受
命
租
霊
の

加
護
に
よ
る
と
信
じ
た
か
ら
、
祭
天
告
代
式
は
む
ろ
ん
泰
の
聖
地
礎
知
で
執
行
し

た
。
特
に
一本
山
で
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
何
も
な
い
。
史
記
を
精
讃
し
て
も
、

い
わ
ゆ
る
始
皇
泰
山
封
綿
は
単
-
な
る
延
命
不
死
の
祈
願
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
始
皇
が
巡
幸
各
地
で
行
っ
た
山
祭
と
何
ら
異
る
も
の
で
は
な
い
。
泰
山

を
祭
天
告
代
の
唯

一
の
聖
山
と
し
た
の
は
、
漢
儒
の
思
想
に
外
な
ら
ぬ
。
漢
は

突
起
の
王
朝
で
、
固
有
の
霊
地
が
な
い
か
ら
、
武
帝
の
封
瀞
で
は
泰
山
が
代
用

さ
れ
、
以
後
漢
儒
が
皐
読
と
し
て
固
定
化
し
た
。
武
帝
の
泰
山
封
騨
で
は
祭
天

告
代
も
行
っ
た
が
、
む
し
ろ
延
命
不
死
の
個
人
的
祈
願
が
中
心
秘
儀
だ
っ
た
。

し
か
し
光
武
帝
k
h
x
い
て
は
、
個
人
的
秘
儀
は
全
く
す
て
ら
れ
、
公
開
的
な
祭

天
儀
曜
の
み
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
封
調
」
が
完
全
に
政
治
的
儀
腫

と
化
し
た
の
で
あ
る
。

栗
原
氏
は
主
と
し
て
始
皇
の
封
締
史
資
を
精
究
し
、

裏
づ
け
と
し

τ漠
代
に

お
け
る
封
開
の
設
展
史
を
も
述
べ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
ゆ
え
始
皇
の
泰

山
に
お
け
る
延
命
不
死
祈
願
「
の
み
」
が
、
漢
代
で
は

「封
稗
」
と
し
て
論
ぜ

ら
れ
、
ま
た
武
帝
は
何
ゆ
え
「
ζ

と
さ
ら
に
」
泰
山
を
封
稗
の
聖
山
と
し
て
え

ら
ん
だ
か
と
い
う
疑
問
に
は
、
必
ヂ
し
も
明
答
は
輿
え
て
い
な
い
。
私
の
知
る

限
り
、
か

つ
て
一一
耐
永
光
司
氏
は
封
稗
|
泰
山
l
紳
健
上
刀
土
と
い
う
開
通
園
式

を
作
り
、
そ
の
解
明
を
行
っ
こ
(封
解
読
の
形
成
、
東
芝
用
品
眠
)。
繭
永
氏
に
よ

f
F六
披
七
抗
。

一
九
五
四
年

」

る
と
、
「
泰
山
封
秤
は
湾
地
出
身
の
方
士
が
権
勢
に
近
づ
く
策
謀
で
あ
っ
た
」
と

す
る
。
「
か
れ
ら
は

一
種
の
知
識
的
呪
術
者
だ
っ
た
が
、
泰
山
が
古
く
か
ら
有
ナ

る
政
治
性

・
信
仰
性
を
封
稗
と
結
合
し
、
新
し
い
王
者
と
し
て
の
秦
漢
の
帝
王

を
背
景
と
し
て
、
自
ら
の
権
勢
の
場
を
作
ろ
う
と
し
た
。
帝
王
も
泰
山
も
信
仰

も
儒
回
世
宇
も
歴
史
も
、
す
べ
て
か
れ
ら
方
土
の
繰
る
道
具
に
過
ぎ
な
い
。
」
嗣
永
氏

の
論
議
に
は
や
や
濁
断
が
あ
る
。
そ
の
貼
は
栗
原
氏
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ
て
い

る
が
、

一踊一
永
氏
の
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
栗
原
氏
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
殺
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。

(
一
九
五
七
年
十
二
月
十
四
日
記

・
宇
都
宮
清
士
口
)

重
松
先
生
古
稀
記
念
九
州
大
事
東
洋
史
論
叢
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九
州
大
学
東
洋
史
研
究
室
編

昭
和
三
十
二
年
六
月
九
州
大
拳
東
洋
史
研
究
室
夜
行

重
松
俊
章
先
生
年
譜
、
著
作
目
録
並
に
古
稀
照
相
附

A
5
版
本
文
三
四
五
頁
重
松
先
生
の
憶
い
出
一
七

頁

非

賀

品

重
松
先
生
の
古
稀
記
念
の
九
州
大
皐
東
洋
史
論
叢
は
寄
贈
を
頂
い
て
宮
崎
先

生
の
所
に
来
て
い
る
が
、
そ
の
紹
介
を
書
け
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
最
近
着
賞

な
成
果
を
事
げ
て
居
ら
れ
る
九
大
東
洋
史
研
究
室
の
粋
を
集
め
た
右
の
で
あ
り
、

そ
の
上
い
ち
早
く
讃
め
る
の
は
何
よ
り
の
幸
せ
と
、
が
ら
に
も
な
く
、
つ
い
う

っ
か
り
引
き
受
け
た
も
の
の
、
ベ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て
は
た
と
蛍
惑
、
後
悔
先

K
立
た
デ
で
あ
る
。
重
松
先
生
は
じ
め
精
密
な
論
文
十
二
篇、

三
四
五
頁
K
及

び
、
と
と
ま
で
理
解
出
来
た
か
し
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
叉
内
容
の
概
要
の
略


